
Q.地域公共交通の在り方は

A.実証実験の検討を進めるA.愛知県へ申し伝える
Q.防災拠点に核シェルターを
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現
在
、青
山
地
区
に
愛
知
県「
基

幹
的
広
域
防
災
拠
点
」
整
備
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
防
災
拠
点
の
役

割
と
は
、
災
害
時
、
町
民
、
県
民
、

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
、
被

害
を
最
小
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
防
災
の
災

害
の
中
に
は
地
震
・
大
雨
・
台
風

の
自
然
災
害
し
か
含
ま
れ
て
い
な

い
。

　

も
う
一
つ
の
視
点
と
し
て
、
国

と
国
と
の
武
力
衝
突
と
し
て
の
人

的
災
害
と
い
う
視
点
が
欠
け
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。

　

せ
っ
か
く
防
災
拠
点
を
作
る
な

ら
、
北
朝
鮮
の
度
重
な
る
ミ
サ
イ

ル
発
射
実
験
の
脅
威
に
備
え
る
た

め
の
核
シ
ェ
ル
タ
ー
が
必
要
で
は

な
い
か
。

　
「
日
本
核
シ
ェ
ル
タ
ー
協
会
」の

２
０
１
４
年
の
資
料
に
よ
れ
ば
、

ス
イ
ス
や
イ
ス
ラ
エ
ル
は
、
人
口

当
た
り
の
核
シ
ェ
ル
タ
ー
普
及
率

は
１
０
０
％
で
あ
る
。
ア
メ
リ
カ

が
82
％
、
日
本
は
０
．
０
２
％
。

休
戦
中
の
韓
国
で
は
３
０
０
％
と

の
こ
と
。
日
本
の
近
く
に
は
、
北

朝
鮮
、
中
国
と
非
民
主
主
義
国
が

あ
り
心
配
で
あ
る
。

Q
町
長
（
行
政
）
の
最
大
の
責

務
と
は
何
か
。

A
企
画
調
整
部
長

地
方
公
共
団
体
は
、
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
地
域
に
お
け
る
行
政
を

自
主
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す
る

役
割
を
広
く
担
う
も
の
で
あ
る
。

Q
愛
知
県
「
基
幹
的
広
域
防
災

拠
点
」
の
防
災
は
、
国
と
国

と
の
武
力
衝
突
と
い
う
人
災
の
視

点
が
欠
け
て
い
る
と
思
う
が
、
町

長
は
い
か
が
思
わ
れ
る
か
。

A
産
業
建
設
部
長

愛
知
県
「
基
幹
的
広
域
防
災

拠
点
」
の
整
備
は
自
然
災
害
に
対

応
す
る
も
の
で
あ
る
。

Q
中
部
圏
初
の
防
災
拠
点
で
あ

る
な
ら
ば
、
ミ
サ
イ
ル
に
対

す
る
対
策
を
考
慮
さ
れ
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
核
シ
ェ
ル
タ
ー
建
設

を
県
に
提
言
し
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

A
産
業
建
設
部
長

国
の
「
国
民
の
保
護
に
関
す

る
基
本
方
針
」
に
基
づ
き
、
都
道

府
県
知
事
は
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
の

避
難
対
策
と
し
て
有
効
な
地
下
施

設
な
ど
の
緊
急
一
時
避
難
先
の
取

り
組
み
を
推
進
し
て
い
る
。
愛
知

県
へ
申
し
伝
え
る
。

Q
新
た
に
シ
ェ
ル
タ
ー
（
核
シ

ェ
ル
タ
ー
）
を
作
る
の
が
だ

め
な
ら
、
調
整
池
を
シ
ェ
ル
タ
ー

に
も
活
用
す
る
こ
と
は
十
分
可
能

と
思
う
。
避
難
時
の
安
全
性
も
考

慮
し
て
併
用
で
き
る
よ
う
県
に
提

言
し
て
は
ど
う
か
。

A
産
業
建
設
部
長

大
山
川
洪
水
調
節
池
に
つ
い

て
は
、
関
係
者
以
外
の
立
ち
入
り

は
禁
止
と
な
る
。
内
部
に
立
ち
入

る
こ
と
は
危
険
の
た
め
、
併
用
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
聞
い
て

い
る
。

Q
平
成
29
年
の
９
月
議
会
で
の

質
問
で
、
当
時
は
頻
繁
に
北

朝
鮮
よ
り
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
実
験

が
あ
っ
た
。
各
自
治
体
は
、
ミ
サ

イ
ル
に
対
す
る
防
災
訓
練
を
行
っ

た
が
、
豊
山
町
は
ミ
サ
イ
ル
に
対

す
る
防
災
訓
練
を
総
合
防
災
訓
練

の
中
で
行
わ
な
か
っ
た
。
そ
の
後

ど
う
し
た
の
か
。

A
企
画
調
整
部
長

令
和
５
年
度
の
総
合
防
災
訓

練
で
ミ
サ
イ
ル
避
難
訓
練
を
取
り

入
れ
る
方
向
で
検
討
す
る
。


